
山形県地域防災計画の概要と広域防災拠点

 山形県地域防災計画は、災害対策基本法第40条に基づき、災害から県民の生命や財産を守るため、各種災害の予防対策、応急
対策及び復旧・復興対策について、県、市町村、指定地方行政機関及び指定地方公共機関等の防災関係機関が防災対策上とるべ
き総合的、基本的事項を定めている。

政府の「防災基本計画」の見直しや県内での災害の教訓等を踏まえ、必要に応じて修正している。

Ⅰ．県地域防災計画の概要

Ⅱ.「広域防災拠点の設置」部分の抜粋（Ｒ８.３月修正）

大規模災害発生時における応急対策活動の中核となる広域防災拠点の設置について明記し、広域応援の円滑な実施に資す
るため、次の内容を追記する。

・広域防災拠点の設置
県は、県内における大規模災害発生時に、国、自治体、関係機関等による広域応援の円滑な実施に資するため、国、市町

村、関係機関等と連携して、応急対策活動の中核的な拠点として広域防災拠点を設置する。
広域防災拠点の果たすべき役割と機能は次のア～エとし、近隣の施設の機能を活用したネットワーク型の分散設置も可能

とする。
ア 応援部隊が被災地に進出するための拠点
イ 応援部隊の指揮・宿営・燃料補給等を行う拠点
ウ 支援物資の受入れと被災地への送り出しを行う拠点
エ 航空機又は船舶による医療搬送や物資輸送等が可能な拠点
県は、被災状況に応じて、あらかじめ指定した候補施設の中から適切な施設を選定し、広域防災拠点を設置する。また、

当該施設等の管理者に対し、広域防災拠点として使用することに対する協力を求め、拠点としての機能が適切に運用される
よう努める。

・広域応援のための広域防災拠点の設置
県は、他都道府県において大規模な災害が発生し、被災都道府県への応援が必要になった場合、円滑に広域応援活動を実

施するため、国、市町村、関係機関等と連携して、山形空港及びその周辺に広域防災拠点を設置する。
広域応援のための広域防災拠点の果たすべき役割と機能は次のア～エとし、県は、必要な機能が確保されるよう努める。
ア 応援部隊が被災地に進出するため一時的に集結する進出拠点
イ 被災地で活動する応援部隊の指揮、宿営、燃料補給等を行う拠点
ウ 支援物資の受入れと被災地への送り出しを行う拠点
エ 航空機による医療搬送や物資輸送等が可能な拠点
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東日本大震災時の山形空港の活用

 2011年３月の東日本大震災では、太平洋側で大きな被害が生じる中で、24時間運用を行い他県から多数のヘリコプ

ターや旅客機を受け入れ、災害対応機の活動拠点として機能した。

また、新幹線の寸断や仙台空港の津波浸水などの幹線交通網の寸断に対し、臨時便の運航や通常より座席数の多い

機体への変更など、各地との輸送力の強化により代替空港としての役割を果たした。

 山形空港での輸送力の強化 東日本大震災時
救援機発着実績

3/12～5/31
防災ヘリ

522

ドクターヘリ

14

自衛隊機

168

米軍機

158

警察

202

その他

155 • 東京路線を中心に輸送力強化。
• 発災前、5往復/日だった運航数は、最大17往復/日（4

月3日）に増大した。
• 3月12日の臨時便就航以降、5月末までに133,896人が

利用。

資料：山形空港概要2012 東日本大震災の記録（空港編） ／航空機画像はJALホームページを引用。

計 1,219回

中型ジェット機

 就航機材の大型化

B767 （261席）CRJ200（50席）

リージョナルジェット機

• 普段はリージョナル機が運航していた羽田便も、
利用ニーズに対応するため中型ジェットも運航

ヘリの受入れ状況

多数の旅客便を受入れ
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山形県地域防災計画に記載した広域防災拠点の役割と機能に係る現状

役割と機能 現 状 備 考

ア
応援部隊が被災地に進
出するため一時的に集
結する進出拠点

災害時に県災害対策本部は、関係機関等と調整のうえ、進出拠点候補施設から
応援部隊（消防、警察、自衛隊）が使用する進出拠点を確保する。

【進出拠点候補施設：道の駅、駐車場、総合公園、消防・警察・自衛隊各庁舎】
１ 消防（緊急消防援助隊）
（１）地上部隊 第１次進出拠点 12施設

第２次進出拠点 47施設（山形空港含む）

※第1次進出拠点は、原則緊急消防援助隊の具体的な部隊配備が決定しない場合に利用し、

第2次進出拠点は、部隊配備が決定している場合に利用する。

（２）航空部隊 第1順位 山形空港 第2順位 庄内空港はじめ15施設
２ 警察（警察災害派遣隊） ４施設（内陸２施設、庄内２施設）
３ 自衛隊（災害派遣） ４施設（内陸２施設、庄内２施設）

・広域受援マニュアル

イ
被災地で活動する応援
部隊の指揮、宿営、燃
料補給等を行う拠点

災害時に県災害対策本部は、関係機関等と調整のうえ、活動拠点候補施設から
応援部隊（消防、警察、自衛隊）が使用する活動拠点を確保する。

【活動拠点候補施設：宿泊場所、活動車両駐車場、ヘリポート等】
１ 消防（緊急消防援助隊）
（１）宿営（屋内）可能場所 379施設
（２）宿営（屋外）可能場所 96施設

２ 市町村が選定した活動拠点施設 53施設
３ ヘリコプター離発着場 179箇所（山形空港含む）

・広域受援マニュアル

ウ
支援物資の受入れと
被災地への送り出しを
行う拠点

災害時に県災害対策本部は、「広域物資輸送拠点１２候補施設」が使用可能かを
確認し、確保する。

・広域支援対策活動
マニュアル

・広域受援マニュアル

エ
航空機による医療搬送
や物資輸送等が可能な
拠点

ＳＣＵ資機材を配備している山形空港、庄内空港を優先して設置する。
・広域支援対策活動
マニュアル

・広域受援マニュアル
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山形空港の航空搬送拠点臨時医療施設（Staging Care Unit）概要

ＳＣＵ ：大規模災害が発生し、被災地内の医療機関だけでは傷病者の対応が困難となった場合などに、

広域的な医療搬送を行うため空港等に設置して症状の安定化やトリアージ等を行う臨時の医療施設

ＳＣＵの運営：災害派遣医療チーム（ＤМＡТ）、関係機関リエゾン等

ＤМＡТ：災害発生直後の急性期（概ね48時間以内）に災害医療の活動が開始できる機動性を持った、

専門的な研修・訓練を受けた災害派遣医療チーム

※ １チーム４～５人、医師・看護師・ロジ（調整役）で構成

≪ＳＣＵ設置訓練状況≫ ≪医療搬送イメージ≫
≪ＳＣＵ設置場所≫

≪拡大図≫

≪資器材保管場所≫
① 県立中央病院

人工呼吸器やモニターなど、定期的に点検管理が
必要な医療機器を保管
※ 県立中央病院から出動するDMATが運搬

② 山形空港
簡易ベッドや担架などの資器材を保管

  ※ 山形空港ビル株式会社から保管場所を有料借用

≪設置場所における課題等≫
○ ＳＣＵ設置場所には空調設備や風除室がなく、シャッターの開閉により直接外気が流れ込み、冬季及び

夏季は厳しい環境下で傷病者の受入れや安定化を行うこととなる
○ 平時は車両倉庫として使用している施設であるため電源が少なく、設置できるベッド数は１４床程度
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令和9年度政府の施策等に対する提案

【内閣府政策統括官(防災担当)付参事官(災害緊急事態対処担当、地域防災力強化担当)】

【総務省自治財政局財政課】

【国土交通省航空局空港計画課、総務課企画室、航空ネットワーク企画課】
区犀

r

【提案事剰既規^長算^圖度^
東日本大震災の応急対策において、山形空港が被災地支援の拠点、とし

. に

1て稼働したことを踏まえ、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震等の広域大 1
1規模地震への備えとして、被害が想定されない地域にこそ、広域防災拠点を1
1確保することが災害対応力の強化に必要マ'あることから!

パ:

(1)中央防災会議て定める「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震におけ
る具体的な応急対策活動に関する計画」の「大規模な広域防災拠点」ι
山形空港を位置付ける之と

(2)大規模災害時の支援拠点となる広域防災拠点の整備等に対する財政
支援を拡充すること

(3)広域防災拠点と連携する医療機関や物資拠点なビの周辺施設の設備
強化に対する財政支援を創設すること

^

支援の充実
ム . ,、の

【提案の背景・現状】

0 東日本大震災では、山形空港が、全国から応援のために駆け付けた防災へりコ
プターの活動拠点となったほか、政府の要請に応じ、被災翌日には運用時間を24
時間化し、各機関における災害対応に協力するとともに、国内で災害支援にあた
つた米軍機の給油のための中継基地としても活用された。

0 昨年12月に続き、今年4月にも北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表され
るなど、発生が想定されている日本海満・千島海淀周辺海満型地震等の広域大規
模地震への備えの重要性が高まっている。

0 「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震における具体的な応急対策活動に関する
計画」における大規模な広域防災拠点は、いずれも被災地域内の花巻空港(岩手
県)と宮城県総合運動公園(宮城県)となっている。

^
口

^^冉、弔^^^'^^^^^,^^^胃゛枯^、1耳暑F^^^、^^r●弔"^^^^^^^^鬼、●旺一,●.'

含

【山形県の取組み】

0 山形県地域防災計画を令和8年3月に修正し、県内で大規模災害が発生した際
に広域応援を円滑に実施するため、応急対策活動の中核となる広域防災拠点を設
置することとし、また、他の都道府県への応援が必要となった場合には、山形空
港とその周辺に支援拠点となる広域応援のための広域防災拠点を設置すること
としている。

0 今後、当該広域防災拠点に求められる機能等について、関係機関と協議しなが
ら、調査・研究を進めていく予定としている。
0 大規模災害の発生に備え、平成26年3月に山形空港、 8月に庄内空港へSC
Uを整備し、災害派遣医療チームDMATや自衛隊、消防機関、医療機関等、多
くの関係機関と連携した広域医療搬送の実働訓練を実施している。

震の発生時に円滑な広域応援を実施するためには、被災地域外でかつ被災地域
に近接する、大規模な広域防災拠点の設置が必要であり、被災地と支援側の結節

点として高い機能性が期待できる山形空港を政府等が策定する計画に位置づけ
るとともに、整備のための財政支援の拡充が必要である。

0 また、広域防災拠点の機能強化を図るため、当該拠点の整備等に対する財政支
援の拡充や、当該拠点と連携する医療機関や物資拠点などの周辺施設の設備の強
化に対する財政支援を創設することが必要である。

【解決すべき課題】

0 発生が危倶され、甚大な被害が想定される日本海溝・千島海溝周辺海溝型地

<日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震における地震防災対策推進地域>

椎進地域の指定基準

0員度6務以上の地域

0津波高3m以上で
榔燦堤紡が低い地域

0防災休制の確保、
遇去の被災辰歴への配慮
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<東日本大震災における県内の被災地支援の拠点>
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官城県総合運動公園

救擾へりコプターの活動拠点(山形空港)

<自衛隊航空機と連携した広域医療搬送実動訓練>

花巻空港
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山形県担当部署

'
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広域物資輸送拠点(山形県総合運動公園)

防災くらし安心部防災危機管理課
みらい企画創造部交通プロジェクト推進課

健康福祉部医療政策課
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023-630-2230

023-630-3079

023-630-3328
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